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計画の
趣旨

本計画は、河川法の三つの目的である
1) 洪水、高潮等による災害発生の防止
2) 河川の適正な利用と流水の正常な機能の維持
3) 河川環境の整備と保全

が行われるよう、河川法第16条の二に基づき、「高梁川水
系河川整備基本方針」に沿って実施する河川整備の目標
及び河川工事、維持管理等の内容を定めたもの。

計画策定
年月

平成22年10月

対象区間 高梁川水系の国が管理する区間

対象期間 概ね30年間

基本理念

【治水】安全・安心な川づくり
高梁川水系河川整備基本方針で定めた長期的な治水目
標に向けて段階的に整備を進めるものとし、河川整備の現
状、過去の水害、氾濫域の人口・資産等を考慮し、高梁川
の治水安全度の向上を目指します。
【利水】川の恵みを分かち合う豊かな川づくり
様々な用途の水を与えてくれる高梁川の水利用の歴史
や現状を踏まえ、関係機関や住民と協力し、生活・産
業に必要な水の安定的な確保を目指します。
【河川環境】水と緑の触れ合いと自然を育む川

づくり
利用しやすい川づくりを進めるとともに、アユやタナ
ゴ類を代表とする豊かな生物の生息・生育・繁殖環境
を保全し、未来に伝える川づくりを目指します。

１．高梁川水系河川整備計画【国管理区間】の概要①
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計画策定
年月

平成19年8月

内容 長期的な視点に立った河川整備の基本的な方針

河川整備
の基本と
なるべき

事項

基本高水並びにその河道及び洪水調節施設への配分
・基本高水ピーク流量：13,700m3/s
・洪水調節施設による調節流量：300m3/s （船穂地点）
・河道への配分流量：13,400m3/s
流水の正常な機能を維持するため必要な流量
・概ね16m3/s（酒津地点）
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本計画は、治水・利水・環境それぞれにおいて、現状と課題を抽出し、計画目標の設定・目標の達成に向けた河川整備の実施に関する事項をまとめている。
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１．高梁川水系河川整備計画【国管理区間】の概要②

利
水

【治水】

戦後最大の被害を与えた昭和47

年7月洪水が再び発生した場合

には、河積の不足により、堤防

決壊や水が溢れる箇所があり、

氾濫による被害は深刻なものに

なると予想される。

小田川は、洪水時に高梁川合流

点水位が高いことから、内水被

害が発生している。また、外水

による浸水被害の発生が予想さ

れる。

【利水】

過去、渇水によって大きな被害が

たびたび発生しており、水の安定

供給のため、河川水の適正な利

用を図っていく必要がある。

【環境】

多様な動植物が生息・生育・繁
殖する高梁川の豊かな自然環境

の保全を図る必要がある。

高梁川の河川空間について、利
用の継続を図るとともに利用に

おける満足度を高めていくこと

も必要である。

【維持管理】

河道内の樹林化。土砂堆積によ
る洪水の流下阻害、河川管理施

設等の老朽化、不法行為、安全

な河川利用や自然環境の保全、

洪水等に対する危機管理に対し

て、適切な維持管理を進める必
要がある。

【治水】

流域住民の記憶に残る戦後最も
大きな被害を与えた昭和47年7

月洪水、平成16年台風16号高潮
が再び発生しても、洪水被害の
防止又は軽減を図る。

【環境】
多様な動植物が生息・生育・繁殖
する高梁川の豊かな自然環境の保
全を図る。

高梁川の河川空間について、利用
の継続を図るとともに利用におけ

る満足度を高めていく。

【利水】

流水の正常な機能を維持するた
めに必要な流量を下回らないよ

う、酒津地点で概ね16m3/sの確

保に努める。

【維持管理】
河道、河川管理施設等、危機管理、
河川環境、河川空間に関して適切
に維持管理を実施する。

【治水】
(1)築堤(高潮堤、断面確保)

(2)堤防補強(浸透対策)
(3)河道掘削・樹木伐開

(4)堰改築、堰継ぎ足し
(5)小田川合流点付替え

【利水】

(1)正常流量の確保(情報共有、水利
用の合理化)

(2)渇水対策(節水意識の向上、水利
用の調整、河川環境のモニタリン
グ)

【環境】

(1)自然環境の保全
(2)魚類等の移動の連続性の確保

(3)河川空間の適正な利用と管理
(4)樹木伐開による水辺景観の保

全・維持

(5)水質の保全

■サイクル型維持管理体系の構築
河川維持管理計画の充実を図るとともに、
河川の状態変化の監視・評価、評価結果
に基づく機動的な改善を一連のサイクル
とした「サイクル型維持管理体系」を構
築し、効率的・効果的な実施に努める。

■維持管理の重点事項

(1)河道内樹木

(2)堤防・護岸
(3)河川環境施設等

■その他の維持管理
(1)河川状況の把握及び情報提供

(2)施設の機能維持及び管理
(3)危機管理体制の整備

(4)河川環境に関する維持管理

(5)河川空間の維持管理

・その他施策との連携

・連携と協働
・情報の共有化

・社会環境の変化への対応

その他河川整備を総合的に行うために必
要な事項

河川工事の目的、種類、施行の場所、
並びに当該河川工事の施行により設置

される河川管理施設の機能の概要

河川の維持に関する事項

５章 河川整備の実施に関する事項４章 計画目標の設定３章 現状と課題２章１章
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２．高梁川水系河川整備計画変更の背景と変更内容

項目 変 更 内 容 「資料－３－２」河川整備
計画本文参照ページ

全般 ●各種データ更新 －

現状と

課題

●「大規模地震への対応」を追加 Ｐ２６

●「施設の能力を上回る洪水への対応」を追加 Ｐ２７

●「気候変動への適応」を追加 Ｐ２７

整備

の目標

○ 洪水・高潮の目標については、変更なし（昭和47年7月洪

水、平成16年台風16号高潮）
－

●「大規模地震への対応」を追加 Ｐ５１

●「施設能力を上回る洪水への対応」を追加 Ｐ５１～Ｐ５２

●「広域防災対策」を追加 Ｐ５２

整備

の順序

○ 従前のメニューに関しては、変更なし －

● 追加メニュー（高潮堤整備（延伸分）、施設の能力を上

回る洪水への対策、広域防災対策）の工程を追加
Ｐ５８

整備

の内容

●汐入川締切盛土が岡山県より移管されたことに伴い、高潮

堤の整備延長を延伸
Ｐ６０～Ｐ６２

● 水防災意識社会の再構築ビジョンを踏まえ、施設の能力

を上回る洪水への対策（堤防構造を工夫する対策）を追加
Ｐ７８～Ｐ７９

● 堤防整備等の実施と合わせ整備途上における広域的な支

援体制の確立や総合的な被害軽減対策のため、広域防災対
策を追加

Ｐ８０

● 堤防決壊時の被害軽減対策の検討及び災害リスク軽減の

ためのソフト対策（水害リスクの評価・水害リスク情報の
共有）を記載

Ｐ９５～Ｐ９６

● 近年の取り組みを踏まえた記載内容の更新（河川巡視に

おける情報収集の効率化、気候変動に向けた対応、水害リ
スクの評価・情報に関する記述等、水防災意識社会再構築

ビジョン）

Ｐ８９、Ｐ９０、Ｐ９２、

Ｐ９６～Ｐ９８
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平成23年 東北地方太平洋沖地震

・H24.3.13 汐入川締切盛土が岡山県から移管

平成27年 気候変動に適応した治水対策小委員会

関東・東北豪雨

＜気候変動に適応した治水対策検討小委員会＞

・H27.8 水災害分野における気候変動適応策のあり方について

（答申）

・施設能力を上回る外力に対し、施策を総動員してできる限り被
害を軽減

・施設能力を大幅に上回る外力に対し、ソフト対策を重点に「命
を守り」「壊滅的被害を回避」

＜大規模氾濫に対する減災のための治水対策検討小委員会＞

・H27.12 大規模氾濫に対する減災のための治水対策のあり方に

ついて（答申）

「洪水が発生することを前提として社会全体でこれに備える

「水防災意識社会」を再構築する」

■ソフト対策を活かし、人的被害や社会経済被害を軽減するた

めの「危機管理型ハード対策」を導入

平成27年 高梁川水系河川整備計画【国管理区間】

の進捗点検

・H27.8.28 以下の項目に対する河川整備計画の変更が考えられる

・南海トラフ巨大地震等に備えた堤防等の耐震対策

・管理区間の延長に伴う高潮対策の延長増加

・気候変動への適応策

・H23.6.26    今後の津波防災対策の考え方を提言

・H23.12.26  津波防災地域づくりに関する法律の施行

・H24.2.3      河川構造物の耐震性能照査指針の改訂

・H28.3.31    河川構造物の耐震性能照査指針（堤防編）の改訂

平成22年10月 高梁川水系河川整備計画

【国管理区間】の策定



３．高梁川河川整備計画変更の内容①（高潮堤の整備延長延伸）

移管の経緯

■H24.3に汐入川（-0.4k左岸側から合流）の締切盛土が岡山県から移管されたことを踏まえ、高潮堤の左岸整備延長を延伸。

■延伸した高潮堤の整備にあたっては、大規模地震に対する耐震性能照査を行い、照査結果に応じて対策を実施。

• 昭和20年代に農林省が干拓の際に、排水のための遊水池、締切盛土（水門・排水機場含む）を設置

• その後、売却等により岡山県管理となっていたが、昭和42年に高梁川下流が国管理となり堤防としての一体管理のため、昭和52年から国と県で協議を開始

• 遊水池、水門、排水機場の管理は倉敷市が行うため倉敷市も加わり協議を実施し、平成24年3月に県から国へ移管が完了

高潮堤の整備延長修正

4

現行計画の高潮

堤防整備区間

岡山県から移管された箇所

-0.5k～0.0kの整備を追加する

必要がある。

汐入川

高
梁
川

H.W.L

-0.2k付近

盛土

耐震対策

汐入川河川区域【移管後】

汐入川河川区域【移管前】

高梁川河川区域【移管後】

高梁川河川区域

【移管前】

高
梁
川

小田川

対象位置



３．高梁川河川整備計画変更の内容②（施設能力を上回る洪水への対応）
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■施設の能力を上回る洪水による水害が起こりうるが、上下流バランスの確保等を図る必要があることや財政等の制約もあること
から、氾濫の危険性が高い区間であっても早急に解消することが困難な場合がある。

■施設能力を上回る洪水への対応（危機管理型ハード対策）として決壊までの時間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を工夫する
対策が必要である。

堤防天端の保護

 

粘性土

砂質土 粘性土

表土

堤防天端をアスファルト等で保護し、堤防へ
の雨水の浸透を抑制するとともに、越水した
場合には法肩部の崩壊の進行を遅らせること
により、決壊までの時間を少しでも延ばす

堤防天端をアスファルト等で保護した堤防では、
ある程度の時間、アスファルト等が残っている

堤防裏法尻の補強

裏法尻をブロック等で補強し、越水した場合
には深掘れの進行を遅らせることにより、決
壊までの時間を少しでも延ばす

粘性土

砂質土
粘性土

表土

堤防裏法尻をブロック等で補強

※具体的な工法については検討中

アスファルト等

出典：国土交通省 水管理・国土保全局 「水防災意識社会 再構築ビジョン」
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■国管理区間全域にわたり被災リスクが高く、広範囲での水防活動が必要。堤防整備等の実施と合わせ整備途上における広域的な
水防活動及び早期復旧の支援体制の確立や総合的な被害軽減対策が必要。

【凡例】

0.5m未満

0.5～1.0m未満

1.0～2.0m未満

2.0～5.0m未満

5.0m以上

• 堤防決壊時には倉敷市市街地、総社市、倉敷市真備
町など高梁川流域の全域で甚大な被害が生じる

• 直轄区間全域において、洪水等に際して水防上特に
注意を要する箇所である重要水防箇所が広がってお
り、洪水時においてはこれら全ての箇所で巡視・点
検を行う必要がある

• 現状の水防資機材備蓄状況では水防活動及び迅速な
復旧活動に支障をきたす恐れがあり、必要な水防資
機材を収納でき、管内被災箇所への搬入が容易な拠
点施設が必要

現状河道に計画高水流量が流下した
場合に想定される浸水域と浸水深

土砂(m3)
根固め

ﾌﾞﾛｯｸ(4t)(個)
割栗石(m3) 砕石(m3)

復旧作業工種

 ・作業ヤード造成 6,000 480

 ・欠け口止め工 800

 ・荒締切工 370 940

 ・仮復旧堤工 92,000

計 98,000 1,170 940 480

現有備蓄量 9,800 100 0 0

備蓄不足量 88,200 1,070 940 480

水防資機材の
備蓄状況

※ 必要な水防資機材の算定断面は、高梁川10.8kを想
定

重要水防箇所

10.8k
×

３．高梁川河川整備計画変更の内容③（広域防災対策追加）

浸水世帯数 133,791世帯

浸水面積 17,091ha

被害額 61,693億円

※重要水防箇所とは

洪水等に際して水防
上特に注意を要する
箇所

水防資機材

側 帯



■高梁川・小田川沿川地域の防災体制の充実を図るために河川防災ステーションの整備に対して、高梁川改修促進協議会より
要望されている。

7

３．高梁川河川整備計画変更の内容③（広域防災対策追加）



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(1/12)

● 「河川整備計画第３章 現状と課題」
「大規模地震への対応」、「施設能力を上回る洪水への対応」、「気候変動への適応」を追加

8

本文Ｐ２６

本文Ｐ２７

本文Ｐ２７



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(2/12)

● 「河川整備計画第４章 河川整備の目標に関する事項」
「大規模地震への対応」、「施設能力を上回る洪水への対応」、「広域防災対策」を追加
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本文Ｐ５１～Ｐ５２



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(3/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備手順＞
メニュー追加（耐震対策、施設の能力を上回る洪水への対策、広域防災対策）に対応して更新
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４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(4/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
汐入川（-0.4k左岸側から合流）締切盛土が岡山県から移管されたことを踏まえ、高潮堤の左岸整備延長を延伸

11

高潮堤延伸

本文Ｐ６０～Ｐ６１



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(5/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
水防災意識社会の再構築ビジョンを踏まえた災害リスク軽減対策として、施設の能力を上回る洪水への対策（危機管理型ハー
ド対策）を新規メニューとして追加
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本文Ｐ７８～Ｐ７９



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(6/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
国管理区間全域にわたり被災リスクが高く、広範囲での水防活動が必要であることから、堤防整備等の実施と合わせ整備途上
における広域的な水防活動及び迅速な復旧活動への支援体制の確立や総合的な被害軽減対策として、広域防災対策の記載を追加
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本文Ｐ８０



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(7/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
・気候変動に向けた対応として、水門施設等の操作の遠隔化の検討等を追加
・河川巡視に関する最近の取り組みを踏まえ、河川巡視における情報収集の効率化と適切な河川管理に向けた取り組みとして、

河川維持管理データベースシステムの内容を追加

14

本文Ｐ８９本文Ｐ８７



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(8/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
気候変動に向けた対応として、気候変動による影響のモニタリング、避難を促す情報等の提供を追加
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４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(9/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
・堤防の決壊時の被害軽減対策の検討に関する事項として、堤防の決壊時の対策、平常時における関係機関との連携について追加
・気候変動に向けた対応として、洪水浸水想定区域図の指定・公表等を追加
・水害リスクの評価、水害リスク情報に関する事項として、タイムラインの作成、水害リスクの周知・活用について追加
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本文Ｐ９５



４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(10/12)

● 「河川整備計画第５章 河川整備の実施に関する事項」 ＜整備の内容＞
・気候変動に向けた対応として、水防活動の促進、防災教育の推進を追加
・水防災意識社会再構築ビジョンに関する記載を追加
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４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(11/12)

● 附図等
追加メニュー（高潮堤整備（延伸分）、施設の能力を上回る洪水への対策）の平面図表記を追加修正
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４．高梁川水系河川整備計画変更～変更原案の概要～(12/12)

● 附図等
追加メニュー（高潮堤整備（延伸分）、施設の能力を上回る洪水への対策）の平面図表記を追加修正
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